TOSHIBA 


東た CD ラジオカセットレコーター 

取扱説明書 


形名 


TY-CDS3 


♦ このたびは CD ラジオカセツトレコーダーをお買い上 
げいたださまして、まことにありがとラございました。 

♦この商品を安全に正しく使用していただくために、 
お使いになる前にこの取扱説明書をよくお読みにな 
り十分に理解してください。 

♦お読みになったあとは、必要なとさすぐに取0出せ 
るよラに大切に保管してください。 

取扱説明書には色記号の表示を省略しています。 

包装箱に表示している形名に続く [□内の白抜を文字び 

色記号です。 

保証書付 

♦保証書はこの取扱説明書の裏表紙についていますの 
で、お買い上げ曰、販売店名などの記入をお確かめ< 
ださい。 
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DIGITAL AUDIO 


ご使用前に 準備 使いかた 否手入れのしかたこんなときは 







































安全上のご注意 


必ずお守りください 


お使いになる人や他の人への危害、財産への損害を未然に防止ずるた曲の安全に関ずる 
重要な内容を記載していまず。次の内容（表示•図記号）をよ<理解してから本文をお 
読みになり、記載事項をお守りください。 


表示の説明 

A 警告 

"取扱いを誤った場合、使用者が死 t または重傷 （*1) を負ラことが 
想定されること"を示します。 

A 注意 

"取扱いを誤った場合、使用者が傷害（*2)を負ラことが想定される 
か、または物的損害（*3)の発生が想定されること"を示します。 


1:重傷とは失明やけび、やけど（高温•低温)、感電、骨折、中毒などで、後遺症び残るわのおよび 


治療に入院-長期の通院を要するちのをさします。 

2:傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけげ•やけど•感電などをさします。 
3：物的損害とは、家屋-家財および家畜-ぺット等にかかわる拡大損害をさします。 


図記号の説明 


0 (5 は、禁止（してはいけないこと）を示します。 

具体的な禁止内容は、図記号の中やお<に絵や文章で示します。 
禁止_ 

• 參は、指示する行為の強制（必ずすること）を示します。 

具体的な指示内容は、図記号の中やお<に絵や文章で示します。 

指示 


A 

注意 


么は、を意を示します。 

具体的な指示内容は、図記号の中やお<に絵や文章で示します。 


盈警告 


C 発煙や変なにおいびずるとさ 
は、すぐに電源プラグをコン 
プラグを セントか6巧く 

そのまま使用すると、火災•感電の 
原因とな0ます。 

煙び出なくなるのを確認し、お買い 
上げの販売店に修理をご巧頼< ださ 
し)。 


〇 電源プラグは交流 100 V コン 
セントに根元まで確実に差し 
願に 込む 

交流100 ボル トし U 外を使用すると、 
火巧-感電の原因となります。 
差し込みび悪いと、発熱し义巧の原 
因となりまず。 


C 電源コードび傷んだり、電源 
プラグび発熱したとさは、電 
プラグを 源プラグび;ちえたのを確認し 
巧< コンセントから巧く 

そのまま使用すると、乂巧•感電の 
原因とな0ます。 

電源コードび傷んだら、お買い上げ 
の販売店に交換をご巧頼 < ださい。 


めれた手で電源プラグを巧さ 
差ししない 

めれ手禁止感電の原因となります。 
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(警告つづさ) 


A 警告 


⑩ 


分解•修理•改造はしない 

感電-火災の原因となります。 

分お禁止內部の点検-調整および修理はお買 
い上げの販売店にご依頼 < ださい。 


を 


落としたり、強い衝撃をちえて 
_ キャビネットを破損したとさ 
プ秀をは、ずぐに電源を切り、電源 
抜< プラグをコンセントか5抜く 

そのまま使用すると、乂災•感電の 
原因とな0ます。 

お買い上げの販売店に点検をご依頼 
<ださい。 


0 異物を入れない 

金属類や紙などの燃えやすい物び内 
異物を部に入った場含、火災•感電の原因 
入れないとなります。 

特にお子様のいるご家庭ではごを意 
<ださい。 



を 

プラグを 

抜く 


内部に水や異物等び入った5 
ずぐに電源プラグをコンセン 
卜から巧< 

そのまま使用すると、火災-感電の 
原因とな0ます。 

お買い上げの販売店に、点検をご巧 
頼ください。 


0 

禁止 


雷び鳴り出した5、アンテナ • 
電源コードに軸れない 
野外で使用していて、雷び鳴 
0出した5、アンテナをたた 
んで安をな場所に避難する 
感電の原因となります。 


〇 

指示 


電源コードを取り扱うとさは、 
つざのことを守る 

-傷つけない-延長ずるなど如エしない 
-如熱しない-引っ張日ない 
-重い物を載せない-はさんだりしない 
-無理に曲ブない-ねじらない 
-まねたりしない 

守らないと、义巧•感電の原因とな 
ります。 




雨天時の屋外やお室など、水び 
かかったり、湿気のをい場巧 
水め鳩止 に置いたり使用したりしない 

火が-感電の原因となります。 

降雪中、ミ毎岸、水辺での使用は特に 
ごを意ください。 

0!白 



〇 電源プラグの刃や巧の取り付 
け面にゴミやほこりび付着し 
ほこりを ている場合は、電源プラグを 
とる 巧きゴミやほこりをとる 

電源プラグの絶縁ほ下によって、火 
巧の原因とな0ます。 


ご使用前に 
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(警告つづさ) 


A 警告 


0 ;欠のよラな場所には置かない 

•ふろ場など、水がかかったり、湿気の多い場所 
禁止•雨、さりなどが直接入り込むよラな場所 

-火のそば、暖房機器のそばなどの高温の場所-直射日光の当たる場所 
-炎天下の車内-ほこ0、油煙の多い（調理場など）場所-振動の強い場所 
-腐食性ガス（亜硫酸ガス、硫化水素、塩素ガス、アンモニアなど）の発生する場所 
•極端に高温、低温、温度変化の激しい場所 
-ぐらつ<台の上や傾いた所など、不安定な場所 
火災-感電の原因となります。 


を意 


0 CD やカセツト挿入□に手を入 
れない 

禁止けびの原因となることびあります。 
特にお子様のいるご家庭ではごを意 
<ださい。 


0 CD ピックアップをのぞき込ま 
ない 

禁止レーヴー光び目に当たると視力障害 
を起こすことびあります。 


0 へッドホン、イヤホンの音量 
を上げすざない 

禁止耳を刺激するよラな大さい音量で長 
時間聞を続けると、聴力障害の原因 
となります。 


円形ディスクじ(がは使用しない 

円巧しリ外の特殊な巧状（八ート型、 
カード型など）をしたディスクを使 
用すると、高速回転によりディスク 
び飛び出し、けびの原因となります。 


0 機器の上に柔ったり、上に重 
い物を置いたりしない 

禁止倒れた0、こわれた0してけびの原 
因となります。 

特におデ様にはごを意ください。 


C 長時間ご使用にならないとき 
は、電源プラグをコンセント 
プラグを か5巧く 

万一故障したとさ、乂災の原因とな 
ることがあ0ます。 


0 

禁止 


0 

禁止 


通風孔をふさびない 


壁に巧しつけない（背面 lOcm 、 左ち側面已 cm 1；|上の間隔をあける) 


-押し入れや本箱など風通しの悪い所に巧し込まない 
-テーブルク□ス.力ーテンなどを掛けたりしない 
-じゅラたんや巧団の上に置かない 
-あお向け-横倒し-逆さまにしない 
通風孔をふさぐと内部に熱びこちり、火災の原因に 
なります。 
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(ま意つづさ) 


逆 i 注意 


A 持ち運ぶときは、アンテナを 
^たたみ、電源プラグをコンセ 
プラグを ントか6巧く 
なぐ けびやコードび傷つを、义お-感電 

の原因とな 0 ます。 

^電源プラグをコンセントから 
引さ巧くとさは、電源プラグ 
プラグを を持つて引く巧く 

祗 、コードを持って引き抜くとコードが破 
損し、火災•感電の原因となります。 

ベ、電源コードは附属のもの L ソ列 

/ TN 付属の電源コードを本製品 L ソ 

じ^を使用しない 

外には使用しない 

禁止火災•感電の原因となります。 

禁止火災-感電の原因となります。 


〇 乾電池を取り扱ラとさは、つぎのことを守る 

_ -指定 iu がの電池は使用しない 

指示-極性表示®と©を間違えて挿入しない 

•充電•加熱•分解•ショートしたり、火の中に入れない 

•乾電池に表示されている「使用推奨期限」を過ざたり、使い切った乾電池は入れて 
おかない 

-種類の違ラ乾電池、新しい乾電池とちい乾電池を混ぜて使用しない 
-本体から電源コードを巧いた状態で、乾電池を入れたまま長時間放置しない 
-長時間使用しないとさは、本体から乾電池を取り出す 
•水に城らしたり、城れた手で輔れない 

発熱-液をれ-破裂などにより、やけど-けがの原因となることがあります。 

をし、液に輔れたとをは、水でよく洗い流し医師に相談してください。 

器具に付着した場合は、液に直接軸れないでおさ取って<ださい。 


免責事項について 

♦地震•雷•風水害および当社の責任 L ソ外の火が、第兰をによる行為、その他の事故•お客様の故 
意または過失、誤用、その他の異常な条件下での使用により生じた損害に関して、当杜は一切責 
任を負いません。 

♦この商品の不具合により録音されなかった場合の録音内容の補償については、ご容赦ください。 
♦取扱説明書の記載内容を守らないことにより生じた損害に関して、当社は一切責任を負いません。 


著作権について 

♦あなたが録音したものは、個人として楽しむ政州ま、著作権法上、権利をに無断では使用できません。 

録音についてのお願い 

♦録り直しのさかない録音の場合は、必ず事前にためし録りをしてください。 


ご使用前に 












各部のなまス 各部の名前に付いている数字は、説明 
前面 


CD - ラジオおよび共通操作部 


機能切換スイッチ 


CD ふたの 選局ツマミ 



※操作部の巧護シートをはびしてか5ご使用ください。 
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しているぺージを表します。 


背面 


ラジオおよび共通操作部 


FM アンテナ 

面 


へッ ドホン端子 

(〇)の 

外部入力端子 

(LINE IN ) の 

ビートカット 
スイッチ 

(A,,B) 


( ACIOOV ) 
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ご使用前に 























































各部のなまえ（つづき) 


リモコン 


離れたところから CD をコント□ールでをる簡単 U モコンです。 
別売の単4乾電池2本を入れて楽しめます。 


リピートボタン 


スキップ/サーチ 
( 1が ） ボタン 

再生/-時停止一 
(Ml ) ボタン 




プ□グラムボタン 

スキップ/サーチ 
( 〜 ） ボタン 

停止 （■) ボタン 


リモコンに乾電池（別売）を入れる 


電池ぶたを開け、別売の単4形乾電池2本を図のよラに入れ、ふたを閉めます。 




ごま意 

♦指定政外の電池を使用しないでください。 

♦電池の極性（©と©)は正しく入れてください。 

♦新しい電池と使いかけの電池を一緒に入れたり、種類の違ラ電池を混ぜて使ったりしない 
で < ださい。 
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リモコンの使いかた 


本体の U モコン受光部の正面から約日分ート 
ル、左ち3日度の範囲内でお使いください。 

♦各操作ボタンの働さは、本体の操作ボタン 
に準じます。 


正しく動作させるために 

なのよラな場合、リモコンが正し<動作 
しないことがあります。 

♦本体と U モコンの間に障害物があると 
さ。 

♦U モコン受光部に直射曰光などの強い光 
び当たっているとを。 



ご 

使 

用 

前 

に 


付属品 





次 

/y 

電源コード 

U モコン 

保記書付 
取扱説明書 
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電源について 


家庭用電源 （AC1 00V) でご使用のとき 


/ 付属の電源コードの供給プラグ 
を背面の電源供給端子へしっか 
り差し込む 

2 電源プラグを家庭用電源 
( AC 100 V ) のコンセント へしつ 
かり差し込む 

お願い 

電源コードを巧を差しするとをは、 [機能 
切換] スイッチを「テープ/電源 因]」 の 
位置にしてか6おこなってください。 



乾電池（別売り）でご使用のとき 


電池ぶたを開け、別売の単2形乾電池8本を図のよラに入れ、ふたを閉めます。 



I 極性（©と©)を間違えないよラに図のよ 
ラに入れます。 

I 電源コードが電源供給端子に接続されてい 
ると、家庭用電源が優先して働さます。乾 
電池で楽しむとさは、電源コードをがして 
<ださい。 

I 長期間 （1 力月攻上）使用しない場合や AC 
電源で使用する場合は、乾電池を取り出し 
ておいて < ださい。 


お願い 

近くに置いたテレビの画面に色ズレを生 
じたり、本機のラジオにテレビからの雑 
音が入る場合は、本機をテレビから離し 
てご使用ください。 


乾電池の交換時期は… 

乾電池び消耗してくると、音がルさくな 
る、音がひずむ、テープ速度が遅<なる、 
CD やテープが正常に動作しない、などの 
現象を生じます。 
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共通操作について 



音量調節 


[音量]ツマミを回ず 




サラウン 


[サラウンド]ボタンを押すと、音場び 
広がりライブ感を楽しめます。 

お知6せ 

広びりの効を方は、聞く音楽によって変わ 
ります。 


へッドホンで聞く 


S ニプラグ付のステレオヘッドホン（巿 
版）を背面のぺッドホン端子に接続する 

へッ ドホンをつなぐと、 スピーカーから 音は 
出な< なります。 



聞さ終えるときは（電源を切るときは) 


CD 、 ラジオのとき： 于ジォ U CD _ 

[拐!能切巧] スイッチを「テープ/電源切」にする 

テー プのとさ： 


動作中の場合は [停止/取出し （ BA )] ボタンを押ず 

テープを再生の場合は、テープび全部巻を取られると自動的にボ 
タンび復帰し、停止して電源び切れます。 



お知らせ 

CD、 ラジオの録音中に停止してち、「電源切」にはなりません。 
















































CD を聞 < 


通常再生 


15 6 2 



3 


CD を入れる 



5 [再生/一時停止（►11)]ボタ 

ンを押ず 

曲番1から再生が始まります。 

(曲番の数字び表示） 


一度に2枚政上の CD は入れないで 
<ださい。 


4 


CD ふたを閉める 

CD ふたを巧して、カチッと音がする 
まで確実に閉めてください。 

約已秒後に CD 表示部に CD の総曲 
数を表示します。 


最後の曲び終わる _ 
と白動的に止ま0 f J 
ます。 U 

L'„ 
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(例）22曲入り 


が 


止めるときは[停止 （■)] ボタン 
を押ず 

CD を取り出すには 

[停止 （■)] ボタンを巧して CD の回 
転が停止させてか6 [巧す開く] を 
押して < ださい。 


お願い 

•再生中は CD ふたを開けないで<ださい。 

CD を傷つけることがあります。 

♦はじめてお使いになるとさ、ディスクテーブル 
に保護シールが取り付けられています。 

ご使用の隙に取りのぞいてください。 

• CD が正しい位置にのっていないと、 CD に傷 
をつけたり故障の原因となります。 


•C D が正し<入っていない場合や読み取れ 
ない盤び入っている場含、 " no " または" Er " 
が表示され、再生でさません。 

• CD に傷、指紋、ほこりがついていると、 
再生でをないことがあります。 
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再生の一時停止 


再生中に [再生/一時停止 （►»)] ボ 
タンを押す（巧まの数字び点滅） 

ちラー度巧すと再び再生び始まりまず。 


聞さたい®か5聞< 


[スキップ/サーチまたは 
)] ボタンで、希望のなまを選び、ボ 
タンを離ず 


早送り、早戻し（サーチ） 


再生または一時停止中に[スキップ/ 
サーチ【►►1または ！◄◄)] ボタン 
を押し続け、希望のところで指を離ず 


曲の頭出し（スキップ） 


再生または一時停止中に[スキップ/ 
サーチまたは ！◄◄)] ボタン 
を短く押ず 


再生をくり返す（リピート再生) 


[リピート]ボタンを巧ず 

CD の中の 1 曲だけ、全曲またはプ□グラム 
した巧だけをくり返し再生します。 

♦ 1曲だけをくり返し再生する場合 
[リピート]ボタンを]度押します。 


("じつ 1 "び表示されます） 


♦全曲をくり返し再生する場合 
[リピート]ボタンを2度押します。 


(" と;） ALL " び表示 

されます） 



♦プ□グラムした曲をくり返し再生する場合 

あらかじめ再生したい曲をプ□グラム (14 
ぺージ）し、[リピート]ボタンを巧して 

"じつ 1 PROGRAM " または" じつ ALL 
PROGRAM ' を表示させてから[再生/一時 
停止 （► U )] ボタンを押します。 

♦再生前に< り返しを選んだとさは、[再生/ 
一時停止 （►»)] ボタンを押して再生を始 
めます。 

• U ピート再生を解除するには[リピート] 

ボタンを I 度または 2 度巧し、 "じつ 1" 
または "む all" の表示を消します。 
[停止 （■)] ボタンを巧して解除することを 
でをます。 

♦プ□グラム再生中に[リピート]ボタンを押 
して "じつ 1" を表示させると、再生中の 
巧だけを < り返し再生します。 U ピート再生 
を解除するには〔リピート〕ボタンを 2 度押 
して " と？ 1" 表示を消します。 " と？ 1" 
を消すとプ□グラム再生に戻ります。 


お願い 

□ COMPACT 7 — クの入ったをのなど J 旧 

团腰歴 S 寡蘇たディスクを ご 

DIGITAL AUDIO 1ガ W 、/ しし レ 

♦コピーコント□ール CD 、 特殊形状ディスク 
等の巳 D 規格外ディスクを使用された場合に 
は、再生および音質の保証はしかねます。 


使いかた 
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CD を聞く （つづき) 


お好みの巧を選んで聞く（プ□グラム再生) 


好みの巧を 2 日ステップまで選んで再生する 
ことびでさます。 

/ [機能切換]スイッチを 「 CD 」 に 
して CD を入れる 

CD 表示部に CD の総®数を表おします。 


2 


[プ□グラム]ボタンを押ず 

"or が表示されてすぐ 

に " PROGRAM ' "日日。 

び点滅します。 


CC 


3 


[スキップ/サーチ（ I ◄◄また 
は►►1)]ボタンをくり返し押 
して「3」を選ぶ 

予約したい巧番び点滅し 

か9 〇 1 -^ —1— 


4 


[プ□グラム]ボタンを巧ず 

なのプ□グラム番号 
び表示されてから" 
PROGRAM 。"日日’’が点 
滅します。 


CC 


5 


[スキップ/ヴーチ（■◄◄また 

は►►0]ボタンをくり返し巧 


7 



プ□グラム例 


再生順（ステップ） 

巧番 

1番目 

曲番3 

2番目 

巧番1 


通常再生中に [プ□グラム] ボタンを押すと、 
プ□グラムした第]曲目が点滅し、 [再生/一 
時停止 （► ii )] ボタンを押とプ□グラム再生 


して「1」を選ぶ 



6 


[プ□グラム]ボタンを押ず 

巧のプ□グラムま号び 
表示されてすぐに"了广 I n — 
PROGRAM " " 00 " び点下 UU -- 
滅します。 ' 


7 


[再生/一時停止【►")]ボタ 


ンを押ず 

プ□グラム再生び始まり 
よす 0 


03 


になります。 

プ□グラムした第]曲目が点滅したままにして 
おくと、プ□グラム再生にはなりません。通 
常再生を続けます。 


お願い 

♦ 21 番目！;(上をプ□グラムしよラとする 
と 1 曲目の設定に戻ります。 

♦設定したプ□グラムがすべて再生され 
ると停止します。途中で [停止 （■)] 
ボタンを押して停止することをでさま 
す。設定したプ□グラムは記憶してい 
ます。 
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プ□グラムから通常再生に 
ちどるには 

[停止 （■)] ボタンを押して停止させてから、 
[再生/一時停止 （►»)] ボタンを巧して通 
常再生にもどります。 

プ□グラムについて 

a ) 確認する 

プ□グラム再生中に [再生/一時停止 （►»)] 
ボタンを巧して一時停止状態にします。 

なに [スキップ/サーチリ ◄◄または ►►■)] 
ボタンを巧すとプ□グラムした巧順に表示さ 
れ、をラー度 [再生/一時停止 （►■■)] ボタ 
ンを巧すと表示されている曲から再生を開始 
します。 

b ) 変更する 

停止時に[プ□グラム]ボタンをくり返しす甲 
して変更したい曲番を表示（点滅）させた後、 
左ページの手順3〜4と同様に曲を変更す 
る 

♦プ□グラムした曲と巧との間に新しい巧を 
追加したり、削除することはでさません。 

C ) 取り消す 

停止時に[プ□グラム]ボタンを巧した後、[ス 
キップ/ ヴーチ U ◄◄または ►►!)] ボタ 

ンを巧し、 "00" を表示させて[プ□グラム] 
ボタンを巧してか5 [停止]ボタンを巧す。 

♦ CD を交換したときや機能切換スイッチを切 
りかえたとさをプ□グラムは取り消されます。 


A 注意 


0 

禁止 


円おディスク切がは使用しない 

円お似外の特殊な形状（八ート型、力 
ード型など）をした 
ディスクを使巧する 
と、高速回転により 
ディスクが飛び出 
し、けがの原因とな 
ることびあります。 



お願い 

CD の取扱いと保管 

ケースか目の出し入れについて 



♦巳 D は曲げない。 

CD の保管 

♦必ず専用ケースに入れて保管 < ださい。 
♦直射曰光の当たる所、暖房器具の近くなど 
温度び高くなる所には置かないでください。 

CD のお手入れ 

♦再生する前に再生面についたほこりや 
ゴ S 、 指紋などを柔らかい巧で中央か 
ら外側に向かってふいてください。 
♦シンナーやベンジン、アルコールは使 
用しないで < ださい。 


ごま意 

♦ CD - R / RW ディスクについて 

本機は、 CD-DA フォーマット （*) で記録された CD - R / CD - RW ディスクを巧をすることびできます。ただしディスク 
および記録に使用したレコーダの巧態によっては巧をでをない場合びあります。 

(*) CD - DA は 、 Compact Disc D 阁 tal Au 址〇の略で、一般才ーディオ CD に使用されている音楽収録用の規格でず。 
未記録の CD - R / RW ディスクを入れないでください。ディスクの読み込みに時間びかかることびあり、誤って回転中にデ 
ィスクを取り出そラとした場合、ディスクを傷つけることびあります。 

• MP 3 ファイルを収録したディスクは再生できません。 •本磯では VCD (ビデオ CD ) は再生できません。 

• コピーコント□ール CD や特殊あ状など、規格外のディスクは巧をできません。 

♦ 乾電池でご使用の場合は、電池び消耗してくると CD やテープが正常に動作しない場合びあります。 


使いかた 
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ラジオを聞 < 


1 [機能切換]スイッチを 
^ 「ラジオ」にずる 

電源表示が点なします。 

ラジオ-1广 CD 

タト含 B 入力 テープ/ 

orflFbo 電源 回 


2 [AM* FM 切巧]スイッチでを 
望のパンドを選ぶ 




3 [還局]ツマ S でを望の放送局に 
合わせる 


ム ラジオを切るときは[機能切巧] 
、 スイッチを[テープ/電源回] 
に切りかえる 


よりよい受信をするために 
FM 放送 

アンテナを伸ば 
し、最ち良く聞こ 
える方向に向けて 
<ださい。 


AM 放送 

本体の向をを変えてください。 
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テレビの音声を聞くとさ 


本機の FM バンドでテレビの1〜3チャンネルの音声を聞くことができます。 

[選局] ツマミで 1-2-3 に合わせてください。 1-2-3 の間でブーブー鳴ることがありますが、テ 
レビの映像信号ですので故障-不良ではありません。 

♦ステレオ、音声多重にはなりません。 

♦本機のテレビ受信回路は FM 受信回路と兼用しています。 このため 、地域によってはテレビ 
の2または3チャンネルの音声受信時に FM 放送が混信することがあります。 


FM ステレオ放送の受信について 


[ AM - FM 切換] スイッチでステレオモード 「FM ST」 とモノラルモード 「FM」 を切りかえる 
ことびでさます。 

ステレオモード時に FM ステレオ放送を受信すると、 " FM ステレオ表示" が点口しステレオに 
なります。 

♦受信状態が悪<音声が聞を取0と0に < い 
場合は、モノラルモード 「FM」 にするとス 
テレオにな0ませんが聞さやす <な0ます。 

♦AM ステレオ放送には対応していません。 



外部の音声機器を聞くとき 


携帯電話やデジタルオーディオプレーヤーなどのイヤホン端子、へッ 
ドホン端子から本機背面の外部入力端子に3.已0ステレオミニプラ 
グ付接続コード（別売）をつないで、本機のスピーカーから音声を楽 
しむことがでをます。 


1 


2 


[機能切巧]スイッチを 
「外部入力」にする 

電源表示び点なします。 


ラジス 
タト卽入力 



が部に接続した音青機器を再生ずる 



3 


[音量]ツマ三で音量を調節ずる 

外部に接続した音声機器で、音量を調節することわでをます。 


使いかた 
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テープを聞 < 


1 [機能 切巧] スイッチを [テー プ 
/電源 切] にずる 


ラジオ-1「 CD 
タト音口入力 —• * A •—— テ¬ 



つ/ 

電源应1 


2 


[停止/取出し 【■ A )] ボタン 
を押して、カセツトふたを開けテ 
ープを 入れる 


再生する面を手前にして、テープび見 
える方を上にして入れます。 



クカセットふたを閉める 


A [再生 (◄)] ボタンを押す 

再生び始まります。 



一時停止 


再生中に [一時停止【11)] ボタンを 
押ず 

ちラー度巧すと再び再生び始まります。 


早送り、巻戻 


停止時に [早を日 （◄◄) または 巻戻 
し （►>)] ボタンを押す 

希望のところにをたら [停止/取出し （ 
国全)]ボタンを巧します。 


止めるときは 

[停止/取出し （■ A )] ボタン 
を押ず 

をラー度押すとカセツトふたび開をます。 


•再生-録音-早送り-巻戻し-一時 
停止中は、電源表示び点なします。 
♦再生•録音•早送り-巻戻し中にテ 
ープび全部巻を取6れると、自動的 
にボタンび復帰して停止します。 


お願い 

♦再生' 録音中に [早送り （ ◄◄) また 
は 巻戻し （ ►> )] ボタンを同時に巧 
さないでください。テープ巻击付をの 
原因にな0ます。 

♦ボタンは確実に操作してください。同 
時に巧したり、乱暴に切りかえるとテ 
ープ巻を付をの原因になります。 
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カセットテープについて 

ノーマルテープ （ TYPED をご使用くだ 
さい。 

♦八イポジション （T 丫 PE 2) や タル 
订 YPE 4) テープは、再生でさますがそ 
の特性を活かすことはでさません。また 
録音すると正しく録音-消去でさません。 
エンドレステープは使用でさません。 

♦ 1日日分し^上の長時間テープは大変薄く、 
伸びやすいため、機械に巻き込むおそれ 
がありますので、使用しないでください。 



テープびたるんでい 
るときは、鉛筆など 
でたるみをとってか 
ら使ってください。 
テープ巻きつさなど 
の原因になります。 


次のよラな場所には保管しないでください。 
♦ほこりの多いところ。 

♦磁気の発生するところ。 

♦高温や湿気の多いところ。 


大切な録音を消さないために 

録音済みテープを入れた状態で 

[録音 （•）] ボタンを巧さないで<ださい。 

録音した内容が消去されます。 

♦カセットテープの後ろ側にあるツメをド 
ライバーなどで折れば誤消去の防止にな 
ります。 

♦誤ってツ;><を折ったり、再び録音したい 
とさは、セ□八ンテープなどで巧をふさ 
でください。 



使いかた 
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録音する 


1 [停止/取出し（国么）]ボタン 
を押して、カセットふたを開け 
テープを入れる 

録音する面を手前に、テープび見える 
方を下にして入れます。 

2 カセットふたを閉める 

録音を始めるテープ位置で停止させて 
おをます。 

3 参 CD を録音ずると さ： 

[巧能切巧]スイッチをに D ] にして、 
CD を入れる 

♦ラジオを録音するとさ： 

[機能切巧]スイッチを[ラジオ]に 
して、放送を受信ずる （1 日ページ） 

参内蔵されたマイクで録音ずるとき： 

[な能切脚スイッチを[テープ/電励 

にずる （21 ぺージ） 

♦外部機器を録音ずるとさ： 

[機能切巧]スイッチを[かが入力] 
にして、外部機器を再生ずる （17 ぺ 

-ジ） 



ボタン 


[録音 (•)] ボタンを押ず 
[再生 （◄)] ボタンち同時にさびり、 
録音び始まります。 

•希望の巧から録音するとさは、巧ま 
を還び [録音 （•）] ボタンを巧す。 
•希望の巧だけを還んで録音するとを 
は、プ□グラムをして" PROGRAM" 
表示を表おさせておをます。 （14 ぺ 
—ジ） 

• CD の再生中に [録音 （•）] ボタン 
を巧すと、そこか6録音び始まりま 
す。 

• CD の一時停止中に [録音 （•）] ボ 
タンを巧すと、巧の最初か5録音さ 
れます。 

録音したい巧の最初を聞いて確認 
し、 CD の [再生/-時停止 （ Wl )] 
ボタンを巧してか6 [録音 （•）]ボ 
タンを巧します。 


止めるときは[停止/取出し 【■ A )] 
ボタンを押ず 

• CD 録音中に [停止/取出し （ HA )] ボタ 
ンを巧してち、巳 D は止ま5ず再生を続け 
ます。 CD を止めるには CD の [停止 （■)] 
ボタンを巧します。 

♦ラジオを録音中に [停止/取出し（国全)] 
ボタンを巧してち、ラジオを受信したまま 
になります。 


録音の一時停止 


録音中に[一時停止【11)]ボタンを 
押ず 

ちラー度巧すと再び録音び始まります。 
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録音中にビート音が出るときは 


ラジオを録音中、ビート音（「ピー」といラ音) 
がでることがあります。 

その場合には背面の [ビートカット] スイッ 
チをビート音がルさくなる位置 （ A または B ) 
に切りかえてください。 


マイク（内蔵）から録音する 


1 [停止/取出し【国と）]ボタン 
を押して、カセットふたを開け 
テープを 入れる 

録音する面を手前に、テープび見える 
方を上にして入れます。 


2 カセツトふたを閉める 

録音を始めるテープ位置で停止させて 
おをます。 


3 [機能切巧]スイッチを[テープ 
/電源因)]にする 


^ [録音【•）]ボタンを巧ず 

-^ [再生 （<4)] ボタン 6同時にさびり、 
マイクからの音声を録音します。 


お知6せ 

• 録音レベルは自動的に設定されます。 

録音中に音量ツマ=を回してち、録音されるテープの音量はをわりません。 

•録音中、録音レベルは自動的に設定されます。 

♦ラジオまたは CD を録音中に[電源 切] にしてち電源は切れません。[電源 切] に切りか 
えたとさか6 [内蔵マイク] 録音になります。 

テープを停止するには [停止/取出し （国 全)] ボタンを巧してください。 

•録音状態にして [-時停止（11)] ボタンで録音を開始/停止させると録音スタート、ス 
トツプの遅れやノイズを軽減で击ます。 




使いかた 
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お手入れのしかた 


F ープ ヘッド部 


テープを再生または録音すると 
•音が悪い 

•されいに録音でさない 
•前の音が残っている 
•テープが巻さつ< 

などの症状がでた場を、その多くはヘッドや 
ピンチ□ーラーおよびキヤプスタンの巧れが 
原因となっていますので、市販のク U — ニン 
グキット（またはク U —ニングテープ）をお 
買い求めのラえ、ヘッド部分を掃除してくだ 
さい。掃除はでさるだけ早目（約1日時間程 
度使用ごと）におこなってください。 


[停止/取出し （ BA )] ボタンを押してカセ 
ットふたを開け、市販の綿棒や柔らかい巧に 
アルコールを軽く含ませて、図に示したテー 
プが軸れる面を軽くふいてください。カセッ 
卜はアルコールが完全に乾いてから入れてく 
ださい。 

•長い間使っていると、へッドが磁化されて 
雑音が入ったり、音質が悪<なったりしま 
す。 

このよラなとさは、市販の消磁器でヘッド 
を消磁してください。 



キヤプスタン 
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CD ピックアップ（レンズ）部 


CD 装着部のレンズがミちれると、音とびが起 
をたり、再生がでさな<なったりします。 
ほこりなどは、市販のプ□ワーでレンズを2、 
3回吹さ、先のブラシでほこりを掃き出しま 
す。指紋などレンズについたミちれは、市販の 
レンズク U —ナーを綿棒につけ、レンズの中 
むから州こ向かって、円を描くよラに軽くふ 
いてください。 


露つさ（結露）について 

周囲の温度が急激に変化した場合、內部のレンズに露（水 
滴）が発生することがあります。 

この状態では正常に CD を再生でさないことびあります。 
このよラな場含、 CD を取り出し、使用される場所で約 
1時間放置した後、ご使用を開始してください。 


本体のお手入れ 


柔らかい巧でミちれを軽くふさ取ってください。ミちれがひどいとさは、水でラすめた中性洗剤に 
ひたした巧をよく絞ってふさ取り、乾いた巧で仕上げてください。 

♦ベンジン、シンナーなどは使用しないでください。また、キャビネットに殺虫剤など、揮発 
性のをのをかけないでください。 




お手入れのしかた 
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故障かな？と思ったとき 



原因 

処置方法 

音びでない 

♦電源プラグがはずれている 
♦乾電池が消耗している 
♦音量レベルが下がっている 
♦へッ ドホンが差し込まれている 
♦機能切換が合っていない 

•プラグを確実に差し込む 
•乾電池を交換する 
•音量レベルを調節する 
•へツ ドホンをはずす 
•機能切換を合わせる 


CD プレーヤー部 


再生びはじま6ない 

♦ CD が裏返しになっている 
♦ CD がミちれている 

• レーベル面を上にして入れる 
•清掃する 

音びとぶ 

♦ CD に大さな傷やそりがある 
♦振動する場所に設置している 
♦ CD にキズがある 

• CD をとりかえる 
•振動のない場所に設置する 
• CD を交換して確かめる 


テープレコーダー部 


カセツトび入6ない 
カセツトふたび閉ま 

6ない 

♦カセツトの向さが上下逆さま 
になっている 

♦カセツトホルダーから外れて 
いる 

•テープの見えている方を上に 
して入れる 

•ホルダーに正しく挿入する 

テープび走行しない 

♦カセツトテープの不良 
♦テープび最後まで巻かれている 

•カセツトテープをとりかえる 
•テープを裏表入れ誓える 

録音ボタンが巧せない 

♦ツメの折れたカセツトを装着 
している 

•カセツトテープをとりかえる 
•録音し直すときは、セ DA ンテ 
ープで誤消去防止巧をふさぐ 

音びとざれる、音程 
び狂ラ 

消去び不完を 

♦へツド部がミちれている 
♦八イポジションやメタルテー 
プを使っている 
♦乾電池が消耗している 

•清掃する 

•ノーマルテープを使用する 

•乾電池を交換する 

ラジオ部 

雑音がをく聞きづ5い 

♦電源雑音の影響を受けている 
♦モーター、董光口などの電気 
器具、テレビによる雑音の影 
響を受けている 
♦電波び弱い 

•電源コードを差し換える 
•本機を雑音源から離す 
•テレビを消す 
•アンテナを調節する 


お願い 

♦ CD の再生中に、表示や動作が異常になった場含は、 [機能切換] スイッチを一度「電源 
画」 にしてか6電源コードをがし、再度電源コードをつないでか6に D 」 に戻して、操 
作しなおしてください。 

♦長時間使巧していると、キャビネットの一部げ多少熱くなることびありますび故障ではありません。 
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仕様 


CD プレーヤー部 


チャンネル数 

2チヤンネルステレオ 

サンプリング周波数 

44.1 kHz 

再生可能ディスク 

CD . CD - R/RW ( CD - DA フォーマツトで記録されたディスク） 


テープレコーダー部 


トラック方式 

4トラック、吕チヤンネルステレオ 

録音方式 

交流バイアス 

消去方式 

マグネット消去 

早送 0 •巻戻し時間 

約140秒（已〇分テープ片面） 

推奨テープ 

コンバクトカセットテープ90分な下 

ラジオ部 

受信周波数 （*) 

AM :已2己 kHz 〜1，目3己 kHz 

FM • TV : 76 MHz 〜1日 8 MHz ( TV : 1 ch 〜 3 ch ) 

共通部 

実用最大出力 （*) 

2.0 W + 2.0 W (総合 4.0 W ) 

スピーカー (*) 

77 mm 0 コーン型 （8 0) x 2 

1 8 mm 0圧電型 （3 日日 0) x 2 

入出力端子 

マイク入力：内蔵（モノラル） 

外部入力：ライン、3.已0ステレオミニジャック 
へッドホン出力： 3.已0ステレオミニジャック 

電池持続時間 （*) 

ま芝アルカ U 乾電池単2 X 8本使用時 
ラジオ受信時：約30時間 
テーフ再生時：約20時間 

C □再生時：約1吕時間 

電源 （*) 

AC 1日 0 V 、 己0/6日 Hz 

DC 12 V 、 単2形乾電池 X 8本（別売） 

消費電力 （*) 

12 W 

最大がお寸法 （*) 

290 (幅） X 1已4盾さ ）X 2日己（奥行 ） mm 
(ボタン-ツマ5等の突起物含む、八ンドル含まず） 

質量 （*) 

約 2.2 kg (乾電池含まず） 

付属品 

電源]-ドロード長：約1 .8 m ) 

CD 簡単リモコン、取扱説明書（保証書付） 


仕様およびが観は改良のため予告なく変更する場合びあります。 

(*) 印は（社）電子情報巧術産業協妄の定めるレ曰 TA 規格」による測定値。 


な 

と 

さ 

は 
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【メモ】 
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愛情点検 

L 

長年ご使用の機器の点橡をぜひ！ 

> 

このよラな 
をがはあり 
ませんか。 

雜電源コードび傷んでいる 
• 煙が出る 
雜変な臭いびする 
• その他の異常や故障びある 

故障や事故防止のため、使用 
ご使用 を中止し、必ずお買い上げの 
中止 販売店に点検-修理をご相談 
ください。 

A 


保証と アフターサービス 


必ずお読みぐださい 


ご不明な点や修理に関するご相談は 


修理に関するご相談ならびに、お取り扱い-お手入れに関するご不明な点は 

お買い上げの販売店にご相談<ださい。 


ご乾居されたり、ご贈答品などで 
版売店に修理のご相談がでさない場合 

東芝家電修理ご相談センター 
租 0120-1048-41 

携帯電話- PHS からのご利用は 
ま日本地区 （ il : 囊&関県、） 044-543-0220 


P ^ 24i 

13 的 ^ Saii 


新製品などの商品選び、 

お取り巧い*お手入れ方法などのご相談 

東芝家電ご相談センター 
フ函0120 -1048-86 


西日本地区 （ 


上記 iU 外 


) 06-6440-441 1 


携帯電話- PHS か日のご利畑ま 03-3426-1 048 
FAX 03-342 己- 2101 (3 己日日：日: 00 〜吕 0:00 受付） 


※電話受付： 365日’24時間受け付けまず。 ※フリーダイヤルは、携帯電話 • PHS など一部の電話ではご利用になれません。 


保証書（一体） 


捕修用性能部品の保有期間 


I 保証書は、この取扱説明書の裏表 
紙に記載されています。 

I 保証書は、おず「お買い上げ曰- 
販売店名」などの記入をお確かめ 
のラえ、販売店から受け取ってい 
たださ、内容をよくお読みの後、 
大切に保管して < ださい。 

I 保証期間はお買い上げの曰か51 
年間でず。 


' CD ラジオカセツトレコーダーの補修用性能部品の保有期間は、製造巧 
ち切り後6年です。 

' 補修巧性能部品とは、その商品の機能を維持するために必要な部品です。 


部品について 


' 修理のために取りはずした部品は、特段のお申し出びない場合は弊社に 
て引を取らせていただきます。 

' 修理の際、弊社の品質基準に適含した巧利用部品を使用することびあ0ます。 


修理を依頼されるとをは 


持込修理 


21ページに従って調べていただを、なお異常びあるとをは、使巧を中止し、お買い上げの販売店にご連絡ください c 
•本機は国内専用です。国がでの使用に対するサービスは対応でさかねますので、ご了承ください。 

■保証期間中は . ■修理料金のしくみ . 

保証書の規定になって、販売店び修理させていただをます。 

なお、修理に際しましては、保証書をご提示ください。 

■保証期間び過ぎているときは . 

保証期間経過後の修理については、お買い上げの販売店 
にご相談ください。修理すれば使巧でをる場合は、ご希 
望により有料で修理させていただきます。 


修理料金は技術料-部品代などで構成されて 
います。 

技術料 

故障した商品を正常に修復する 
ための料金です。 

部品げ 

修理に使用した部品代金です。 


便利メモ 

お買い上げ曰 

年月日 

お買い上げ店名 

電話 

( 

) 


こんなとさは 
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住尸斤.店名 


iDli ミ : 
巧面 


ままエルイ-トレ-デVンヴ株巧着社 AV 季節商品事業部 

f101-0021 東京都千代田区が神田 1-1-8 ま芝万世橋ビル電話 （03) 3257-6119 


本書は、取扱説明書、本体貼付ラベルなどの記載 
内容にそった正しいご使用のもとで、保証期間 
中に故障した場含に、本書記載内容にそって無 
料修理をさせていただくことをお約束するちの 
です。 

保証期間中に故障び発生したとさは、本書と商 
品をご持参のラえ、お買い上げの販売店に修理 
をご依頼くださし、。 

修理の隙、弊社の品質基準に適昔した再利用部 
品を使巧することがあ0ます。 

★印欄に記入げないとさは無効です。本書をお 
貴け取りの際は必ず記入をご權認ください。 
また本書は再発行しませんので紛失しないよラ 
に大切に保管してください。 

1. 保証期間内でわ次の場合には有料修理にな 
0ます。 

(イ）誤ったご使用や不当な修理•改造で生 
じた故障、損傷。 

(□) お買い上げ後の落下や輸送などで生じ 
た故障、損傷。 

(八）火災、天災地変（地震、風水害、落雷 
など）、塩青、ガス青、異常電圧で生 
じた故障、損傷。 


(-) 本書のご提示びない場合。 

(ホ）本書にお買い上げ年月曰、お客様名、 
販売店名の記入のない場合、あるいは 
字句び書さ換えられた場合。 

(へ）一般家庭用!;(外（たとえば業務用など) 
に使用された場合の故障、損傷。 

吕 .出張修理を行った場含には出張に要する実 
費を申し貴けます。 

3. 修理のために取りはずした部品は、特段の 
お申し出びない場合は弊社で引き取らせて 
いただをます。 

4. 本書は日本国内においてのみ有効です。 
fhis warranty is valid only in Japan . 

巳.ご転居の場合は事前にお買い上げの販売店 
にご相談ください。 

6. ご贈答品などで本保記書に記入してあるお 
買い上げの販売店に修理がご巧頼でをない 
場をには、東芝家電修理ご相談センターへご 
相談 < ださい。 


修 a メモ修理年ち曰 

修理巧容 

担当 

年ち 曰 



年月 曰 




-保証書にご記入いただいたお客様の住所-氏名などの個人情報は、保証期間内のサービス活動およびその 
渡の安全点検活動のために利用させていただく場合びございますので、ご了承ください。 

• 修理のために、当社から修理委託している保守会社などに必要なお客様の個人情報を預託する場合びござ 
いますび、個人情報保護法および当社と同様の個人情報保護規程を遵守させますので、ご了承<ださい。 


ままエルイ-トレ-デに/ブ巧巧甚社 

AV • 季節商品事業部 

于101-0021東京都千代田区外神田1 - 1-8(東ち万世橋ビル） 


形名 


持込か 


日から 


I 

I 

せん。 

※保証期間経過後の修理、 
補修用性能部品の保有期 
間について詳しくは取扱 
説明書をご覧ください。 



g 理 I 


東芝 CD ラジオカセツトレコーター保証書 


TY-CDS3 


ふ0びな 


様 




た列 




市内 




き号 





★お買い上げ日 


※この保証書は、本書に明 
示した期間、条件のわと 
において無料修理をお約 
束するちのです。したが 
ってこの保証書によって 
保証書を発行している者 
(保証責任者)、およびそ 
れ1；(がの事業者に巧する 
お客様の法律上の権利を 
制限するちのではあ0ま 


★ご販売店 


牛 


本体 


が証期間 


お名前；ご住所 I 里話 


★お客様 
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